

















































1950: 144= 1989: 10卜2)。彼らは自らの集団の「社会的時間Jを共通の基盤として、過去
の出来事を共通の記憶内容として再構成する (Ha1 bwachs 1950: 63= 1989: 16-7)。この時
間的枠組みは不動の枠組みであり、集団に固有のものである。同一空間においてであって
も、集団ごとに異なる時間的枠組みは相互に浸透することなく、並列して存続する (Ha1b-






定した部分に対応しているJ(Halbwachs 1950: 196= 1989: 167)。したがって、過去の記
憶内容は時間的枠組みによって再構成され、その空間的枠組みによって存続する。



























動を規制することを余儀なくされる (Jesuis donc oblige de regler"')o (Halb-





































内容が完全に一致すると考える (Bergson1901・ 102= 1992: 122)が、夢の中でのイメー

























































「夢の中では、意識は……なすべき行動のことは考えないJ(Bergson 1908: 128 = 1992: 
147)と言い、夢のもつ非現実性は認めていた。しかし、ドゥルーズがベルクソンの持続
について指摘していたように、ベルクソンは過去を再構成できないものとして考えていた




































に類似した側面のみであろうj(Bergson 1896: 172= 1965: 175)。反対に「自発的記憶j
だけの人は、過去の数限りない詳細な事情をあらゆる瞬間に見て取ることができ、 「イメ








た記憶内容を現在においても反復する自我とを区別する (Bergson1908: 139= 1992: 161)。




































なのである。 一…散在する記憶内容 (souveni rs)の断片があって、記憶 (memoire) が
????
?
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これらを集め、首尾一貫しないかたちで、眠っているひとの意識に対して提示する。













































































































とつをとれば、自由を含んでいる。 (Bergson1932: 24) 
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